




発 言：森 元 美恵子（森元講師の妻、ハンセン病回復者）














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being,Vol.8,No.1,Mar.2013
かれました。そして北海道では2011年に「ハンセン病
問題を風化させないために」という道民フォーラムを
行っています。
北海道は全国に比べて患者数は少なかったものの、
それでも３百人以上の強制隔離があって、患者の人生
や可能性を奪っています。そういう人権侵害を見過ご
してきた歴史に対して、市民団体がこういうかたちで
市民と一緒になって活動するということが大切だと思
います。国も検証会議を立ち上げて検証しましたが、
やり残した課題がまだまだあって、私たちは、熊本地
裁判決が繰り返されることのないように全力を尽くし
ていこうと思っています。
市民活動については、ハンセン病市民学会という毎
年行われているハンセン病の学会があって、参加を続
けています。総会交流集会ということで誰でも参加で
きるのですが、2011年は沖縄でした。沖縄は、戦争の
爪痕が大きいところで療養所の中に砲弾の跡や防空壕
があります。沖縄愛楽園の回復者の方と対談する時間
を持ったり、また、裾野を広げて多くの問題を持った
人たちが一緒にハンセン病問題との関わりを深めてい
くということで、精神障害の人たちや視覚障害の方た
ちとシンポジウムに参加しました。さらに宮古島の支
援団体の方の紹介で、〝薬害エイズとハンセン病"とい
う企画をしてくれて、地元の宮古島の学校の先生や自
治会の方たちが集まって私の話を聞いてくれたことも
あります。
昨年は青森で行われましたが、療養所の現状につい
て、人員が補充されていない、きちんとした介護がさ
れていないという問題が明らかにされ、回復者の方が、
自分には最後の闘いでストライキも辞さない、こうい
う問題を知ってほしいと話されました。こういう80
歳、90歳を超える方たちがハンストをせずに解決して
いただけることを願います。
最後になりますが、私たちは細々ながら今後も療養
所を訪問し、北海道出身の方はもちろんですが知り
合った方たちの療養所を訪ねる活動を続けたいと思っ
ています。ハンセン病の問題を考えていくために、今
日は熊本判決のことや、検証会議、市民学会のことを
聞いていただきましたが、これからも、療養所で生活
しているたくさんの方や、森元さんをはじめたくさん
の仲間の方と交流しながら活動していきたいと思いま
す。つたない話でしたけれども活動報告に代えたいと
思います。
［注記］
本稿は2013年１月27日（日）に行った藤女子大学
QOL研究所公開講座（コーディネーター：菊地和美
（藤女子大学人間生活学部、教授）、於：藤女子大学花
川校舎）にお招きした講師・発言者のご了解を頂いて
講演録音を原稿化したものである。稿中の見出しは本
紀要編集員会が付し、逐語表記では趣旨が伝わりにく
い箇所は加除補足している。
講師：森元美代治
(元・ハンセン病全国原告団協議会事務局次長）
プロフィール：1938年に鹿児島県奄美大島の喜界島
で生まれる。中学３年の時にハンセン病と診断され、
奄美和光園に隔離入園。多磨全生園へ転園。慶応義塾
大学卒業後、信用金庫に就職。４年後再発し退職、多
磨全生園に再入園。1974年、入園者のインドネシア人
マカダダ・ミック（日本名・美恵子）と結婚。らい予
防法廃止を機に実名で出版（藤田真一著「証言・日本
人の過ち ハンセン病を生きて」）。元ハンセン病全国
原告団協議会事務局次長。ハンセン病患者の人権回復
を訴える講演活動に取り組む。
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尊厳回復の願いとわたしの闘い
